
★県北地域の感染症発生状況（11／11～11／17福島県感染症発生動向調査より） 

    ※詳細は「福島県感染症発生動向調査」で検索してください。 

定点把握疾患：咽頭結膜熱、Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎、ＲＳウイルス感染症が流行しています。 

全数把握疾患：結核（1名；90歳代；女性）、百日咳(１名；10歳代；女性)が報告されています。 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エイズのこと正しく知って予防しましょうはあ 

                       

★「ストップ！ エイズ」 
～エイズを予防しましょう！～ 

 エイズ（AIDS 後天性免疫不全症候群）とは、HIV（ヒト免疫不全ウイルスというウイ

ルスに感染し、体の免疫システムが破壊され引き起こされる様々な病気の総称のことで

す。HIV に感染しても、発症しなければ、エイズ患者とは言いません。 

日本国内においては、毎年 HIV 感染者は約 1000 人、エイズ患者は約 400 人が報告さ

れています。 

HIV に感染してから､エイズを発症するまでには、平均すると 8～10 年くらいの期間が

あるといわれており、この間、自覚症状はありませんが、体内でウイルスが増加し、徐々

に免疫力が低下します。また、性行為等により他の人に感染させてしまう危険性がありま

す。一人一人がエイズについて正しい知識を持ち、感染を予防することが大切です。 
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今月のトピックス 

＜HIV の感染経路は？＞ 
HIVは感染者の血液、精液、膣分泌液、母乳に含

まれます。感染経路は主に次の 3 つです。 

◆性行為による感染 

感染者の内、異性間・同性間を合わせて、セック

スによって感染する割合が 80%以上を占めてい

ます。 

◆血液を介した感染 

注射針の共用や、針と墨を使い回してタトゥーを

入れたりした場合に感染することがあります。 

◆母子感染 

妊娠中や出産時、授乳時などに母親から赤ちゃん

に感染することがあります 
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＜コンドームの正しい使用法は？＞ 
セックスの時はコンドームを正しく使用して

HIVの感染を予防しましょう！オーラルセック

ス（口腔性交）、アナルセックス（肛門性交）で

も感染の可能性はあります。 

◆射精の直前だけでなく、行為の最初から使用 

◆先端部（精液だまり）の空気をしっかり抜く 

◆ペニスの根元までしっかりかぶせる 

◆射精後は精液がこぼれないように、根元を押

さえながら抜く 

◆使用後は、口をしっかりしばってから捨てる 

◆保管するときは高温の場所を避け使用期限を

守る 

 

 ＜エイズの治療は？＞ 
HIVを完全に除去する薬はまだありませんが、治療を早く始めれば、エ

イズの発症を抑えられる可能性は高くなります。現在では、作用の異なる

3 種類以上の薬を併用する「多剤併用療法」が大きな効果を上げています。 

エイズの治療には健康保険が利用できるほか､医療費の助成が受けられ

る場合があります。 

12 月 1 日は「世界

エイズデー」です 

＜保健所では HIV 抗体検査実施中！＞ 
 

＊匿名・無料です！即日検査も実施できます。 
・検査日：第 1～４月曜日午前（第 1・3月曜は夜間検査も実施） 
・申し込み方法：完全要予約（電話 024－534－4113） 
・検査時期：感染の機会から 3ヶ月以上経過してからの検査をおすすめ

しています。 

 

エイズは

他人事で

はないん

だね！ 


